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　エヽ商法しやうはふも様々さま〴〵ありまするが、文明開化ぶんめいかいくわの世よの中なかになつて以来いらい、何なんでも新発明しんはつめい新発明しんはつめいといふので追々おい〳〵此この新商法しんしやうはふといふものが流行をいたしまする。彼かの電話機械でんわきかいといふものが始めて参まゐつた時に、互たがひに掛かけやうを知らぬから、両方で話をしようと思つても、何どうしても解わからなかつたといふ。夫それは何どういふ訳わけかと後あとで聞いて見ますると、耳へ附つけべき器械きかいを口へ着つけてやつたからだといふ。夫それでは聴きこえないから解わからない筈はづです、夫それから又また蓄音器ちくおんきといふものが始めて舶来はくらいになりました時は、吾人共われひとともに西洋人せいやうじんの機械学きかいがくの長たけたる事には驚おどろきました。実じつに此この音色ねいろを蓄たくはへて置おく等などといふは、不思議ふしぎと申まうすも余あまりあることでござりまする。殊ことに親、良人をつと、誰たれに拘かゝはらず遺言ゆゐごん抔などを蓄たくはへて置おいたら妙めうでござりませう。幾度いくど掛かけてもチヤンと、存生中ぞんしやうちゆうに物言ものいふ通とほり、音色おんしよくが発はつするのだから其人そのひとが再ふたゝび蘇生よみかへつて対話たいわでもするやうな心持こゝろもちになるのだから、大おほきに是これは追善つゐぜんの為ために宜よからうと考へられまする。

　此器械このきかいを台だいにして其上そのうへへ又また一工夫ひとくふういたした人がある「何どうも是これは耳へ附つけて聴きくのに、ギン〳〵と微かすかに聴きこえて判然はつきり解わからぬやうだが、何どうか斯かう耳へ当あてずに器械きかいをギユーと捩ねぢると、判然はつきり音色おんしよくが席中せきぢう一抔ぱいに大音だいおんに聴きこえるやうに仕したいものだ。日本人種にほんじんしゆといふものは却々なか〳〵器用きようでござりますから、忽たちまち一つの発明はつめいをいたし、器械きかいが出来できて見ると、之これに就ついて一つの新商法しんしやうはふの目論見もくろみを起おこしました。「見渡みわたすに現今いまの世界は交際流行かうさいばやりで、何どうも此この世辞せじは要いらぬ事だと云いふけれど、是これも言葉の愛で何どうしても無ければならぬものだ、世辞せじに疎うとい性来せいらいの者は、何様どんなに不自由を感じて居ゐるかも知れぬから、種々いろ〳〵の世辞せじを蓄たくはへて置いて之これを売うつたら、嘸さぞ繁昌はんじやうをするであらう。と考へ夫々それ〳〵趣向しゆこうをいたし、一々いち〳〵口分くちわけにして番号札ばんがうふだを附つけ、ちやんと棚たなへ、何商法なにしやうはふでもお好次第このみしだいの世辞せじがあるといふ迄までに準備が出来できた、之これで開店するといふのだが、何どうも家屋うちの構造かゝりが六むづかしい、余あまり烈はげしい往来中わうらいなかではいかず、と云いつて衆人ひとの目めに立たぬければ不可いかぬから、入口はいりぐちを横町よこちやうへ附つけ、表おもての方はうは三四間けんの所を細こまかい格子作かうしづくりに拵こしらへ、往来おもての方はうへ看板かんばんを懸かけました。同じ事でも妙めうなもので、料理茶屋れうりぢややから大酔たいすゐ致いたし咬楊子くはへやうじか何なにかでヒヨロ〳〵出でて直すぐに腕車くるまに乗る抔などは誠に工合ぐあひが宜よろしいが、汁粉屋しるこやの店みせからは何なんとなく出にくいもの、汁粉屋しるこやでは酔よふ気遣きづかひはない、少し喰過くひすぎて靠もたれて蒼あをい顔をしてヒヨロ〳〵横に出る抔などは、余あまり好よい格好かつこうではござりませぬ。さて此この世辞屋せじやは角店かどみせにして横手よこての方はうを板塀いたべいに致いたし、赤松あかまつのヒヨロに紅葉もみぢを植込うゑこみ、石燈籠いしどうろうの頭あたまが少し見えると云いふ拵こしらへにして、其此方そのこなたへ暖簾のれんを懸かけ之これを潜くゞつて中なかへ這入はいると、格子戸作かうしどづくりになつて居ゐましてズーツと洗出あらひだしの敲たゝき、山やまづらの一間けん余よもあらうといふ沓脱くつぬぎが据すゑてあり、正面しやうめんの処ところは銀錆ぎんさびの襖ふすまにチヨイと永湖先生えいこせんせいと光峨先生くわうがせんせいの合作がつさくの薄墨附立書うすずみつけたてがきと云いふので、何所迄どこまでも恰当こうとうな拵こしらへ、傍かたはらの戸棚とだなの戸とを開あけると棚たなが吊つつてあつて、ズーツと口分くちわけを致いたして世辞せじの機械が並んで居ゐる。其此方そのこなたには檜ひのきの帳場格子ちやうばがうしがありまして、其裡そのうちに机を置き、頻しきりに帳合ちやうあいをして居ゐるのが主人あるじ。表おもての入口いりくちには焦茶地こげちやぢへ白抜しろぬきで「せじや」と仮名かなで顕あらはし山形やまがたに口といふ字が標しるしに附ついて居をる処ところは主人あるじの働はたらきで、世辞せじを商あきなふのだから主人あるじも莞爾にこやかな顔、番頭ばんとうも愛あいくるしく、若衆わかいしゆから小僧こぞうに至いたるまで皆みなニコ〳〵した愛嬌あいけうのある者ものばかり。此家こゝへ世辞せじを買かひに来くる者は何いづれも無人相ぶにんさうなイヤアな顔の奴やつばかり這入はいつて来きます。是これは其訳そのわけで無人相ぶにんさうだから世辞せじを買かひに来るので婦人「御免ごめんなさい。若「へい入いらつしやいまし、小僧こぞうやお茶ちやを、サ何卒どうぞ此方こちらへお掛かけ遊ばして、今日こんにちは誠に好よいお天気になりました、何卒どうぞ之これへ。婦人「はい、御免ごめんなさいよ。ズツと頭巾ずきんを取ると年としの頃ころは廿五六にもなりませうか、色の浅黒あさぐろい髪の毛の光沢つやの好よいちよいと銀杏返いてふがへしに結ゆひまして、京縮緬きやうちりめんの小紋織こもんおりの衣類いるゐ、上うへには黒縮緬くろちりめんの小さい紋もんの附ついた羽織はおり、唐繻子たうじゆすの丸帯まるおびを締しめ小さい洋傘かうもりがさを持もつて這入はいつて来きました。器量きりやうは好よいけれども何所どこともなしに愛嬌あいけうのない無人相ぶにんさうな容貌かほつきで若「サ、何卒どうぞ此方こちらへおかけ遊ばして。婦人「アノ私わたしはね、浜町はまちやうの待合茶屋まちあひぢややでございますがね、何どうも私あたしは性来うまれつきお世辞せじがないんですよ、だもんだからお母つかさんが、手前てめえの様やうに無人相ぶにんさうぢやア好よいお客は来きやしないから世辞せじを買つて来こいと、小言こごとを云いはれたので態々わざ〴〵買ひに来きたんです、何どうか私あたしに宜よさゝうな世辞せじがあるなら二ツ三ツ見せて下さいな。主人「へい畏かしこまりました、待合まちあひさんのお世辞せじだよ、其その二番目の棚たなにあるのが丁度ちやうど宜よからう、うむ、よし〳〵、えゝ此手このてでは如何いかゞでげせう。ギイツと機械を捻ねぢると中なかから世辞せじが出ました。発音器「アラ入いらしつたよ、チヨイとお母つかさん旦那だんなが、何どうもまア貴方あなたは本当ほんたうに呆あきれるぢやアありませぬか、過日こなひだお帰かいんなすつた切ぎり入いらつしやらないもんですから、何どうなすつたんだらうツて本当ほんたうに心配をしてえましたよ、然さうするとね、お母ふくろが云いふのには、お前まい何なにか旦那だんなを失策しくじつたんぢやアないかてえますから、ナニお前まへ人を失策しくじらせるやうな旦那だんなぢやアないから心配おしでない、でも彼あれツ切きり入いらつしやらないには何なにか理由わけがあるんだらうつて、ふうだノはアだのが姐ねえさん本当ほんたうに旦那だんなは何どうなすつたんだらう、何なにか怒おこつて居ゐらつしやるんぢやアなからうかてつて、痛ひどく彼婦あのこが心配してえるんですよ、ナニお前まへは失策しくじる気遣きづかひはないよ、アノ時とき奥おくの見通みとほしに来きてエたのは、何どうも厭いやに生なまなお客だもんだから旦那だんなが変へんにお思ひなすつたかも知れないが、ナニ彼あの方かたの事なら後あとでお咄はなしをしても解わかるんだから、決してお前まへが失策しくじるやうな事はない、大丈夫だから安心してお出いでよ、でも何なんだか旦那だんながお怒おこんなすつたやうで気が揉もめてならないわ、だけれども姐ねえさん旦那だんなはね段々だん〴〵長くお側そばに坐すわつてると段々だん〴〵好よくなつて来きますよ、なんて、アノ重い口から云いふ位くらゐだから、まア本当ほんたうに不思議だと思つてますの、アノ今日けふは旦那だんな彼あれをちよいと喚よんでやつて下さいよ、アレサ其様そんな事を云いはずに彼あれも大層たいそう心配をしてえますから、姐ねえさん旦那だんなはあれツ切きり入いらつしやらないか、入いらつしやらないかツて、度々たび〳〵私あたしに聞ききますから、ナニ早晩いまに屹度きつと入いらつしやるから其様そんなに心配しんぱいをおしでないよツて、云いつてるんですもの、おやお従者ともさん誠に御苦労様ごくらうさま今いまお酢すしでも上あげますから少し待つてゝ下さいよ、ちよいとまア旦那だんな貴方あなたの今日けふのお召めしの好よいこと、結城ゆふきでせう、ナニ節糸織ふしいとおり、渋しぶい事ね何どうも、お羽織はおりのお色気いろけと取合とりあひの好よいこと、本当ほんたうに身装なりの拵こさへは旦那だんなが一番ばんお上手じやうずだと皆みんながさう云いつてるんですよ、あのね此春このはる洋服やうふくで入いらしつた事がありましたらう、黒の山高帽子やまたかばうしを被かぶつて御年始ごねんしの帰かへりに、あの時は何所どこの大臣だいじんさんが入いらしつたかと思つた位くらゐですよ、本当ほんたうに旦那だんなは何なにを召めしても能よくお似合にあひなさること、夫それに旦那だんなはお優やさしいから年寄としよりでも子供でも、旦那だんなは入いらつしやらないか、入いらつしやらないか、とお慕したひ申まうします所が誠に不思議だ、あれだけ何どうも旦那だんなは萬事ばんじに御様子ごやうすが違ふんだと然さう云いつてますの、まア二階へお上あがんなさいましよ、まアさ其様そんな事を云いはずに彼あれを喚よんでおやんなさいよ、でないと若い妓こを一人殺しちまふやうなもんです、本当ほんたうに貴方あなたは芸妓殺げいしやころしですよ、まアちよつと二階へお上あがんなさいよ」。主人「エヘヽヽ此手このてでは如何いかゞでございます。婦人「成程なるほど是これは頓とんだ宜ようございますね、ぢやア之これを一つ戴いたゞきませうか。帯おびの間あひだから紙幣入さついれを出して幾許いくらか払はらひをして帰かへる時に、重い口からちよいと世辞せじを云いつて往ゆきましたから、大おほきに様子やうすが宜よろしうございました。其後そのあとへ入違いれちがつて這入はいつて来きましたのが、二子ふたこの筒袖つゝそでに織色おりいろの股引もゝひきを穿はきまして白足袋しろたび麻裏草履あさうらざうりと云いふ打扮こしらへで男「エヽ御免ごめんなさい。若「へい、入いらつしやいまし、何どうぞ此方こちらへお掛かけあそばしまして。客「エヽ私わつしは歌舞伎座かぶきざの武田屋たけだやの兼かねてえもんでがすが、能よく姐ねえさんに叱しかられるんで、お前めえのやうに茶屋ちややの消炭けしずみをして居ゐながら、さう世辞せじが無なくツちやア仕しやうがねえから、世辞屋せじやさんへでも行いつて、好よいのがあつたら二つばかり買かつて来こいツて、姐ねえさんが小遣こづけえを呉くれやしたから、何卒どうぞ私わつしに丁度ちやうど宜よさそうな世辞せじがあつたら売うつてお呉くんなせえな。主人「へい、芝居茶屋しばゐぢややの若い衆しゆさんのお世辞せじだよ、うむ、其方そのはうが宜よからう、エヽ此手このてでは如何いかゞでございます。と機械きかいへ手を掛かけてギイツと巻まくと中なかから世辞せじが飛出とびだしました。発音器「おや何どうも是これは入いらつしやいまし、何どうもお早いこと実じつに恐入おそれいりましたねお宅たくから直すぐに綱曳つなツぴきで入いらしつたツて、此様こんなにお早く入いらつしやるてえのは余よツ程ぽどお好すきでなければ出来できない事でエヘヽヽ先達せんだつては番附ばんづけの時に上あがりましたが、何どうも彼所あすこから入いらしつたかと思ふと実じつに恟びつくりする位くらゐなもので、私わたくしも毎度まいど参まゐりますが何どうも遠いのに恐入おそれいりましたよ、へい御内室ごしんぞさん此間こなひだは誠に有難ありがたう存ぞんじます、エヘヽヽ私わたくしはね何どうもソノお肴さかなが結構けつこうなのに御酒ごしゆが好よいのと来きてえませう、夫それにまだ世間せけんには売物ばいぶつにないと云いふ結構けつこうなお下物さかなでせう何なんだか名も知らない美味物許うまいものばかりなんで吾知われしらず大変たいへんに酔よつちまひました、夫それゆゑ何方様どちらさまへも番附ばんづけを配くばらずに帰かへつたので、大おほきに姐ねえさんから小言こごとを頂戴ちやうだいしたり何なんかしました、へい嬢ぢやうさん入いらつしやいまし、何どうも先達せんだつての二番目狂言ばんめきやうげんへ貴嬢あなたがチヨイと批評くぎをお刺さしになつた事を親方おやかたに話しましたら、大層たいそう感心かんしんしまして実じつに恐入おそれいつたものだ、中々なか〳〵アヽ云いふ処ところは商売人しやうばいにんだつて容易よういに気きの附つくもんぢやアないと云いひました、何卒どうぞ打出はねましたら些ちと三階がいへ入いらつしやいまして、おや是これは坊ぼツちやま入いらつしやいまし、アハヽまアお可愛かあいらしいこと、いえ何どうも親方おやかたも駭おどろいてましたし、表方おもてかたの者も皆みな感心かんしんをしてえるんで、坊ぼつちやんがアノ何どうも長ながいダレ幕まくの間あひだちやんとお膝ひざへ手を載のせて見て居ゐらつしやるのは流石さすがは何どうもお違ちがひなさるツてえましたら親方おやかたがさう云いひましたよ、夫それア当然あたりめえよお前まへのやうな痴漢ばかとは違ちがふ、ちやんと勧善懲悪くわんぜんちようあくの道理だうりがお解わかりになるから飽あかずに見て居ゐらつしやるのだ、若もし其道理そのだうりが解わからなければ退屈たいくつして仕舞しまふ訳わけぢやアないか、と云いはれて見ると成程なるほどと思つて愈々いよ〳〵恐入おそれいりましたんでエヘヽヽちやんと何どうも眼めも放はなさずに見て居ゐらつしやるなんて本当ほんたうに違ちがひますな、イエまだ早うごす、左様さやうでげすか、入いらつしやいますか、ぢやアお兼かねどんお蒲団ふとんとお煙草盆たばこぼんをヘイ行いつていらつしやいまし」。主人「エヽ此辺このへんでは如何いかゞでござります。客「エヽ是これは宜ようがす、ナニ一両りやうだとえ大層たいそう安いね、お貰もらひ申まうして置おきやせう、小僧こぞうさんまた木挽町こびきちやうの方はうへでもお使つかひに来きたらお寄よんなせえ、私わつしは歌舞伎座附かぶきざつきの茶屋ちややで武田屋たけだやの兼吉かねきちてえもんです、何日いつでもちよいと私わつしをお喚よびなさりやア好よい穴あなを見附みつけて一幕位まくぐらゐ見みせて上あげらア、何どうも大おほきに有難ありがたうがした。大層たいそうお世辞せじがよくなつて帰かへりました。入違いれちがつて這入はいつて来きたのは、小倉こくらの袴はかまを胸高むなだかに穿締はきしめまして、黒木綿紋付くろもめんもんつきの長手ながての羽織はおりを着ちやくし、垢膩染あぶらじみたる鳥打帽子とりうちばうしを被かぶり、巻烟草まきたばこを咬くはへて居ゐながら、書生「ヤー御免ごめんなさい。若「へい入いらつしやいまし、何卒どうぞ此方こちらへ…。書生「アー僕ぼくはね開成学校かいせいがくこうの書生しよせいぢやがね、朋友ほういう共どもの勧すゝめに依よれば何どうも君きみは世辞せじが無なうて不可いかぬ、些ちと世辞せじを買かうたら宜よからうちうから、ナニ書生輩しよせいはいに世辞せじは要いらぬ事ことではないかと申まうしたら、イヤ然さうでないと、是これから追々おひ〳〵進歩しんぽして行ゆく此時勢このじせいに連つれて実じつに此この世辞せじといふものは必要欠ひつえうかくべからざるものぢや、交際上かうさいじやうの得失とくしつに大関係だいくわんけいのある事ぢやから是非ぜひとも世辞せじを買かうたら宜よからうと云いふ忠告ちゆうこくを受けたのぢや、僕ぼくも成程なるほどと其道理そのだうりに服ふくしたから出かけては来きたものの奈何いかんせん、さう沢山たくさん余財ぜにがないから成なるべく安いのを一つ見せてくれ。主人「へい畏かしこまりました、書生しよせいさんのお世辞せじだよ、エヽ此手このてでは如何いかゞでげせう。ギイツと機械を捻ねぢると中なかから世辞せじが出た。発音器「アヽ杉山君すぎやまくん何どうか過日くわじつは何どうも僕ぼくが酷えらく酔ようた、前後忘却ぜんごばうきやくといふのは彼あの事かい、下宿げしゆくへ帰かへつて翌日の十時過すぎまで熟睡じゆくすゐをして了しまうたがアノ様やうに能よう寝ねた事は余あまり無いよ、君きみはあれから奥州あうしうの塩竈しほがままで行いつたか、相変あひかはらず心に懸かけられて書面しよめんを贈おくられて誠に辱かたじけない、丁度ちやうど宴会えんくわいの折をり君きみの書状しよじやうが届とゞいたから、披ひらく間ま遅おそしと開封かいふうして読上よみあげた所が、皆みんな感服かんぷくをしたよ、何どうも杉山すぎやまは豪えらい者ぢやの、何どうも此この行文かうぶん簡単かんたんにして其その意味深く僕等ぼくらの遠く及およぶ処ところではない、斯かう云いつて皆みな誉ほめて居をつたぜ、跡あとの方ほうに松嶋まつしまの詩があつたの

松嶋烟波碧海流しようとうのえんぱへきかいのながれ　　瑞岩東畔命二軽舟一ずゐがんとうはんめいずけいしうを

潮通二靺鞨一三千里しほつうずまつかつにさんぜんり　　雲接二蓬莱一くもせつすほうらい七十洲しう

一洗心身清レ従レ水いつせんしんしんきよくよりももみづ　　平二分世界一総如レ浮へいぶんしてせかいをすべてごとしうかぶ

薫風忽送他山雨くんぷうたちまちをくるたざんのあめ　　隔レ岸楼台鎖二暮秋一へだつるきしをろうだいとざすぼしうを


とは何どうも能よく出来でけた、夫それはさうと君は大層たいそう好よい衣服きものを買かうたな、何所どこで買かうた、ナニ柳原やなぎはらで八十五銭せん、安いの、何どうも是これは色気いろけが好よいの本当ほんたうに君きみは何なにを着ても能よう似合にあふぞ実じつに好男子かうだんしぢや、彼あの湯嶋ゆしまの天神社内てんじんしやないの楊弓場やうきゆうばの高橋たかはしのおかねの、彼かれが大層たいそう君きみを誉ほめて居をつたぞ、杉山君すぎやまくんは男振をとこぶりは好よし程ほどが好えいから何なにを着きても能よくお似合にあひなさるツて、ナニ真実ほんの事だぞ」。主人「エヘヽヽ此辺このへんでは如何いかゞさまで。書生「ヤー是これは好よいのー幾許いくらぢや、うむ夫それは安いの、買かうて置おかう。銭入ぜにいれから代だいを払はらつて立帰たちかへりました。其跡そのあとへ入違いれちがつて来きたのは、織色おりいろの羽織はおり、結城博多ゆうきはかたの五本手ほんての衣服きものに茶博多ちやはかたの帯おびを締しめました人物、年齢四十五六になる品ひんの好よい男をとこ。客「アヽ御免ごめんなはれ。若「入いらつしやいまし。客「アヽ大分だいぶ何どうも御念入ごねんいりぢやなモシ、お棟上前むねあげまへに此このお門口かどぐちを通とほつたが実じつに何どうも豪えらい木口きぐちを入いれやはつて恐入おそれいりました、上方かみがたから吉野丸太よしのまるたや嵯峨丸太さがまるたを取寄とりよせての御建築ごけんちくとは豪えらいものや、実じつは何御商法なにごしやうはふをなさるのかと考かんがへてゐました、中なかには彼あれは無職業しもたやさんや、ナニさうぢやない質屋しちやさんや抔など云いうて色々いろ〳〵お噂うはさを云いうて居ゐやひやりましたが、何どうも世辞屋せじやさんとは恐入おそれいつたもんです、段々だん〴〵承うけたまはれば蓄音器ちくおんきから御発明ごはつめいになつたと云いふ事を聞きましたが豪えらいもんや、何どうしても是これからの世界に世辞せじと云いふものは無ければならぬ、必要ひつえうのものぢや、と云いふ所にお心を附つけて蓄音器ちくおんきから斯かういふ発明はつめいをなさると云いふは、当家こちらの御主人ごしゆじんに夫それだけの学問がくもんもなければならず、お智恵ちゑもなければ出でけんことぢやが、何どうも結構けつこうな御商法ごしやうはふですな、若もしアヽー何どうも此このお襖ふすまは何なんどす、銀錆ぎんさびで時代が十分ぶんに見えますな、此方こツちやは古渡更紗こわたりさらさの交貼まぜはりで、へえー何どうも能よく此位このくらゐお集めになりましたな、へい、戴いたゞきます、何どうも此このお煎茶せんちやの器械からお茶碗ちやわんからお茶托ちやたくまで結構尽けつこうづくめ、中々なか〳〵お店や何なにかで斯かういふものを使ふお店は無い事で、何どうもお菓子まで添そへられて恐入おそれいります、へえ頂戴ちやうだいを……何どうも流石さすがは御商売柄ごしやうばいがらだけあつて御主人ごしゆじんは愛嬌あいけうがあつてにこやかなお容貌かほつき、番頭ばんとうさんから若衆わかいしう小僧こぞうさんまで皆みなお子柄こがらが宜えいなモシ、実じつに惜をしいやうですな、エヘヽヽ表おもてを通とほる女子達をなごたちは皆みな立留たちどまる位くらゐのもんで、斯かういふ珠揃たまぞろひのお方々かた〴〵が居ゐて世辞せじを商あきなひして居ゐらつしやる処ところへ買かひに来きましたのは手前共てまいどもの仕合しあはせで、世辞せじの好よいのがありましたら二三個ふたつみつ頂戴ちやうだいしませうか。主人「これ〳〵早く箱を片附かたづけなよ。客「ナニ片附かたづけぬでも宜よろしい、手前てまいは世辞せじを買かひに来きたのです。主人「イヽエ何どういたして手前共てまいどもでは仲間売なかまうりは致いたしませぬ。
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